
第３１回「木と暮しのふれあい展」 

～「この木、何の木？」クイズ（正解）～ 

 

「この木、何の木？」クイズ（問題） 

（プロ野球選手が使用する、この国産バットは何の木で作られているでしょうか？） 

 

第３１回「木と暮しのふれあい展」における、当組合の「この木、何の木？」クイズに 

多数投票して頂き、誠に有難うございました。 

 

正 解 解 説 

 

 

 

 

 

 

アオダモ 

 

 

 

 

 

 

「アオダモ」は「トネリコ」とも呼ばれるモクセイ科の温帯性広葉樹で、

九州から北海道まで広く分布している落葉高木。 

アオダモのアオの由来は雨上がりに樹皮が緑青色になること、枝を水に浸

けて暫くすると水が青い蛍光色になること、高級感を出すために黒墨に加

えて青墨を作るための着色剤として利用されたこと、青い染料に利用され

たことによるといわれる。材質は堅く強いが粘りがある。そのため曲げる

ことができ、このような特質を生かしてさまざまな用途で使われた。 

日本では木製のスポーツ用品の材料、とくに野球で使われる木製バットの

原料として知られる。日本でのバット材としての需要は年間２０万本以上

あり半数は輸入材で国産材のほとんどはアオダモである。計画的な植林・

伐採が行われなかったことから、バットに適した高品質な材の確保が困難

になっている。２０００年には行政、野球関係者、バット生産者が一体と

なってアオダモ資源育成の会が発足、資源を確保するための取り組みが行

われている。 

 

※正解者の中から厳正なる抽選の結果、１名様に粗品を進呈させて頂きます。 

 


